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｜
、
萩
原
三
圭
の
略
歴

三
圭
は
、
土
佐
長
岡
郡
西
野
地
村
に
天
保
十
一
年
十
一
月
十
一
日

会
転
免
物
故
履
歴
書
』
に
よ
れ
ば
弘
化
四
年
十
二
月
）
生
ま
れ
る
。
名
は
守

教
、
通
称
三
圭
、
号
は
象
堂
。
慮
庵
と
も
称
し
た
。

安
政
六
年
二
月
二
十
五
日
緒
方
洪
庵
に
入
門
。
の
ち
長
崎
の
精
得
館

に
入
学
し
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
や
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
就
く
。

明
治
元
年
八
月
長
崎
を
発
ち
、
高
知
藩
の
藩
費
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
留
学
。
明
治
三
年
十
月
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
、
医
学
を
修
め
る
。

明
治
六
年
三
月
解
剖
組
織
・
生
理
学
な
ら
び
動
植
鉱
物
学
等
の
試
問
に

及
第
し
医
学
士
候
補
と
な
る
。
同
年
七
月
帰
朝
。
こ
の
と
き
第
一
大
学

区
医
学
校
（
の
ち
東
京
医
学
校
）
の
解
剖
学
教
師
と
し
て
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
デ
ー
ニ
ッ
ッ
を
伴
な
う
。
同
月
二
十
日
文
部
省
八
等
出
仕
と
な
り

医
学
校
出
勤
。
同
年
十
二
月
五
等
教
授
と
な
る
。
明
治
七
年
東
京
医
学

校
の
教
授
と
な
る
が
、
事
情
あ
っ
て
辞
職
。
明
治
八
年
六
月
二
十
八
日

京
都
療
病
院
解
剖
学
教
授
専
務
と
な
る
。
明
治
十
二
年
五
月
十
四
日
療

病
院
医
学
校
の
初
代
校
長
と
な
る
。
明
治
十
四
年
七
月
十
六
日
京
都
府

立
医
学
校
教
授
と
な
る
。
明
治
十
五
年
二
月
府
立
療
病
院
出
仕
と
な
る

池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
一
）

萩
原
三
圭
の
書
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
研
究
会

が
、
同
年
九
月
辞
職
。
同
月
中
央
衛
生
会
雇
と
な
る
。

明
治
十
七
年
八
月
自
費
に
よ
り
ド
イ
ツ
留
学
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学

医
学
校
に
お
い
て
カ
ン
ヂ
ダ
ー
ト
ル
メ
ヂ
ケ
ネ
ー
の
資
格
を
も
っ
て
病

体
解
剖
組
織
学
・
内
外
科
・
産
科
・
婦
人
科
・
衛
生
学
・
眼
科
・
薬
剤

学
と
く
に
小
児
専
門
科
等
を
研
究
。
明
治
十
九
年
七
月
ド
ク
ト
ル
の
学

位
を
受
け
、
九
月
ウ
イ
ー
ン
に
移
り
婦
人
・
小
児
専
門
科
の
臨
床
を
研

究
。
同
年
十
二
月
帰
朝
。

明
治
二
十
年
一
月
二
十
二
日
侍
医
局
勤
務
と
な
り
、
翌
二
十
一
年
五

月
二
十
二
日
侍
医
と
な
る
。
明
治
二
十
七
年
一
月
十
五
日
没
、
年
五
十

五
。
谷
中
に
葬
ら
れ
る
。

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
『
転
免
物
故
履
歴
書
」
、
富
村
太
郎
「
萩
原
三
圭
の
留

学
」
昭
和
五
十
六
年
）

二
、
萩
原
三
圭
の
書
簡

三
圭
と
謙
斎
と
は
、
長
崎
精
得
館
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
留
学
時
代
に
お

い
て
修
学
を
と
も
に
し
た
知
友
で
あ
り
、
書
簡
の
端
々
に
そ
の
親
し
い

関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

書
簡
二
三
九
四
は
、
謙
斎
が
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
直
後
東
京
医
学
校
の

校
長
代
理
と
な
っ
た
時
期
の
も
の
で
、
同
校
を
辞
職
し
て
京
都
に
移
っ

て
い
た
三
圭
の
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。

書
簡
二
四
○
一
は
、
三
圭
の
侍
医
局
出
仕
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
三

圭
は
久
宮
静
子
内
親
王
の
不
豫
に
召
さ
れ
て
侍
医
局
勤
務
が
命
ぜ
ら
れ

た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
謙
斎
の
誘
い
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ

る
。
謙
斎
が
三
圭
に
敬
意
を
は
ら
い
、
自
分
の
留
守
中
の
侍
医
局
長
官
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｜
、
岡
玄
卿
の
略
歴

玄
卿
は
、
嘉
永
五
年
七
月
十
八
日
美
作
津
山
に
津
山
藩
士
岡
芳
蔵
の

子
と
し
て
生
れ
る
。

明
治
元
年
家
督
を
継
ぎ
、
東
京
に
出
て
大
学
束
校
に
入
学
し
、
ド
イ

ツ
人
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
お
よ
び
ホ
フ
マ
ン
に
内
科
を
学
ぶ
。
明
治
九
年

東
京
医
学
校
を
卒
業
。
同
年
三
月
教
師
附
と
な
り
、
同
年
十
二
月
医
院

当
直
医
と
な
る
。
明
治
十
年
十
月
東
京
大
学
医
学
部
助
教
と
な
る
。
明

治
十
四
年
七
月
東
京
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

明
治
十
七
年
四
月
四
等
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
部
省
御
用
掛
を
兼
勤

し
、
ま
た
東
京
大
学
医
学
部
勤
務
と
な
る
。
明
治
十
九
年
官
制
改
革
に

よ
り
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
二
年
三
月
在
官
の
ま
ま
ド
イ
ッ

ヘ
私
費
留
学
。
明
治
二
十
四
年
八
月
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
帰
朝
。
明
治
二

十
七
年
七
月
侍
医
局
長
池
田
謙
斎
不
在
中
、
局
長
心
得
と
な
る
。
明
治

三
十
一
年
二
月
二
日
侍
医
局
長
兼
任
と
な
る
。
明
治
三
十
二
年
十
一
月

医
学
博
士
の
学
位
を
授
け
る
。
同
年
十
二
年
ペ
ス
ト
予
防
法
審
査
委
員

長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
四
十
年
男
爵
と
な
る
。
明
治
四
十
一
年
一
月

一
日
官
制
改
革
に
よ
り
侍
医
頭
と
な
る
。

明
治
天
皇
の
発
病
に
際
し
て
、
青
山
・
三
浦
両
博
士
と
と
も
に
侍
医

頭
と
し
て
治
療
に
当
る
。
大
正
元
年
十
月
侍
医
頭
を
辞
任
し
、
宮
中
顧

代
理
に
三
圭
を
起
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
書
簡
二
三
九
六
に
見

涯
え
ス
宅

岡
玄
卿
の
書
簡
に
つ
い
て

一
、
相
磯
慥
の
略
歴

ま
こ
と慥

は
、
旧
名
小
柴
平
治
、
安
政
五
年
二
月
三
日
伊
豆
西
浦
村
に
生
ま

れ
る
。明

治
十
五
年
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
同
年
七
月
岐
阜
県
医
学
校

一
等
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
十
六
年
二
月
岐
阜
県
病
院
内
科
医
長

を
兼
務
。
同
年
四
月
岐
阜
県
医
学
校
長
を
兼
ね
る
。
ま
た
岐
阜
県
病
院

長
を
兼
務
。
明
治
十
九
年
医
学
校
長
お
よ
び
病
院
長
を
辞
し
、
ド
イ
ツ

に
留
学
。

二
、
岡
玄
卿
の
書
簡

玄
卿
は
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
者
の
中
で
最
初
に
侍
医
と
な
っ
た

人
で
、
謙
斎
の
跡
を
つ
い
で
侍
医
局
長
に
も
な
っ
て
い
る
。
秀
才
の
誉

れ
が
高
く
、
侍
医
局
の
主
事
と
し
て
、
高
階
経
本
や
相
磯
慥
ら
と
と
も

に
活
躍
し
て
い
る
。

書
簡
三
二
六
は
、
こ
の
侍
医
局
主
事
と
し
て
の
玄
卿
の
姿
を
伝
え

て
い
る
。
書
簡
三
二
二
は
学
習
院
時
代
の
明
宮
（
大
正
天
皇
）
の
容

体
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
明
宮
の
容
体
に
つ
い
て
は
、
萩

原
三
圭
の
書
簡
三
三
二
に
も
み
え
る
。

問
官
兼
侍
医
寮
御
用
掛
と
な
る
。
大
正
十
四
年
三
月
二
十
五
日
没
、
年

七
十
四
。

相
磯
慥
の
書
簡
に
つ
い
て

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
『
転
免
物
故
履
歴
書
」
）
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明
治
二
十
一
年
七
月
侍
医
と
な
る
。
明
治
二
十
二
年
侍
医
局
主
事
を

兼
ね
る
。
明
治
三
十
六
年
四
月
ド
イ
ツ
に
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
五
月
出

帆
。
明
治
三
十
八
年
三
月
帰
朝
。
大
正
十
三
年
侍
医
を
免
官
と
な
る
。

性
剛
直
で
、
青
山
胤
通
や
西
郷
吉
義
と
と
も
に
、
宮
中
で
は
無
愛
想
の

三
幅
対
と
称
さ
れ
た
。

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
『
転
免
物
故
履
歴
書
」
）

二
、
相
磯
慥
の
書
簡

慥
の
書
簡
五
通
の
す
べ
て
は
侍
医
局
勤
務
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
岡

玄
卿
と
同
じ
く
侍
医
局
主
事
を
兼
務
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
影
響
が
み

ら
れ
る
。
書
簡
一
○
九
一
に
「
主
事
月
番
」
と
あ
り
、
侍
医
局
主
事
の

仕
事
が
月
番
の
交
代
制
だ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

書
簡
一
二
二
は
、
明
治
三
十
六
～
三
十
八
年
の
二
度
目
の
ド
イ
ツ

留
学
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
講
義
の
模
様
の
ほ
か
、

北
ド
イ
ツ
・
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
な
ど
を
見
学
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。

池田文書一萩原三圭書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名備考

先般首尾宜御帰朝

当府医学校之改革

宮内出仕の儀

長官閣下之御代理

荊婦之病気

常宮御発熱御煩渇

宮様益御機嫌克

殿下本日ハ学習院へ

意外之御契闇

水辺ニテ納涼

池田謙斎

池田先生

池田謙斎

池田謙斎

池田先生

池田謙斎

池先生

池田先生

池田

池田謙斎

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

萩原三圭

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

Ⅱ
鴫
別
調
２
皿
８
５
９
５

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

７
１
５
６
９
１
９
ｕ
３
８

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

９

０
０
２
２
く
く

治
治
治
治
治
治
治
治
治
治

明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

４
７
１
６
５
３
８
１
９
０

９
９
０
９
９
９
９
１
９
０

３
３
４
３
３
３
３
３
３
４

２
２
２
２
２
２
２
３
２
２１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅱ
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岡玄卿書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名備考

13121明治(20)年12月19日 、
林

卿
芳
卿
卿

玄
山
玄
卿
玄

岡
片
岡
玄
岡

池田謙斎明宮殿下学習院試験中

２
３
４

６
１
５

１
３
１

１
２
１

３
３
３

明治(27)年8月28日

明治年9月1 9日

明治(35)年12月17日

池田先生

池田謙斎

池田謙斎

代員御採用之義

皇后宮御軽微御腹痛

賢息様無滞御婚儀

相磯慥書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名備考

日
日
日
日
日

珊
調
皿
１
７

月
月
月
月
月

９
５
５
９
ｍ

年
年
年
年
年

ｊ
ｊ
Ｏ
７
３
３
Ｉ
く

治
治
治
治
治

明
明
明
明
明

１
２
３
４
５

１
３
４
３
２

９
９
１
１
１

０
０
１
１
１

１
１
１
１
１

相磯慥

相磯慥

相磯慥

相磯慥

相磯慥

池田謙斎

池田謙斎

池田先生

池田謙斎

池田謙斎

東京府庁より試験の件

北白川宮之御懇召

サントニネ御用下ラス

品川氏より侍医候補依頼

ベルリンより留学報告

１
明
治
九
年
七
月
十
一
日

二
三
九
四
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

本
月
七
日
之
書
翰
難
有
拝
読
仕
候
、
先
般
ハ
御
首
尾
宣
御
帰
朝
、
果
而

我
道
之
本
源
御
主
宰
相
成
候
趣
、
是
れ
衆
庶
之
御
常
渇
望
す
る
所
、
自

是
方
て
真
正
之
学
術
興
隆
せ
ん
事
照
鏡
二
雲
す
る
如
く
、
何
幸
加
焉
と

為
道
亦
為
邦
家
恭
賀
不
斜
候
、
却
説
我
職
之
中
点
な
る
東
校
ハ
風
涛
起

易
所
と
曽
て
舞
別
之
節
拝
承
仕
居
な
か
ら
懇
篤
之
忠
戒
二
背
戻
し
当
時

之
状
態
二
立
至
候
事
実
に
遺
憾
之
至
、
仮
令
世
間
之
穀
誉
を
不
厭
も
先

生
に
対
し
て
汗
顔
之
至
二
御
座
候
、
就
而
は
此
烏
有
な
る
蕾
都
二
蟄
居

候
も
自
招
之
思
ひ
な
れ
（
無
理
な
ら
ぬ
事
と
唯
膀
、
猶
難
及
悲
嘆
此
事

二
御
座
候
、
抑
一
身
之
後
悔
談
ハ
閣
き
、
先
生
御
帰
朝
之
上
ハ
彼
明
々

タ
ル
パ
ル
タ
イ
論
は
全
く
廃
止
一
新
し
て
公
平
無
私
之
美
政
被
相
行
可

申
事
不
容
疑
儀
と
自
他
共
二
信
仰
仕
処
二
御
座
候
、
満
氏
方
之
御
懇
情

相
通
可
申
や
、
当
地
療
病
院
ハ
猶
一
之
欧
教
師
に
て
万
緒
不
充
分
、
格

別
贄
啓
仕
程
之
事
も
無
御
座
候
、
目
今
之
所
に
て
凡
ソ
先
年
之
崎
陽
ノ

病
院
二
髻
髭
た
る
も
の
に
御
座
候
、
先
は
拝
賀
芳
以
右
迄
如
此
二
御
座

候
、
辰
下
権
而
未
舞
之
候
、
厚
御
自
愛
被
遊
度
専
一
二
奉
存
上
候
、
頓

首
拝
復七

月
十
一
日
三
圭
敬
白

池
田
先
生侍

史
下

二
白
、
御
隠
居
様
奉
初
御
一
統
様
へ
宜
御
福
声
被
成
下
度
奉
憧
候
、

再
拝
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寒
威
難
堪
候
得
共
、
益
御
壮
健
可
被
為
成
御
座
奉
大
賀
候
、
陳
ハ
今
般

当
府
医
学
校
之
改
革
二
際
シ
校
長
半
井
氏
東
上
被
致
候
趣
也
、
畢
寛
閣

（
７
）

下
之
芸
①
月
９
両
四
号
被
相
願
候
儀
二
有
之
候
間
、
何
卒
為
道
可
然
御
画

策
被
成
下
候
様
懇
願
仕
候

（
２
）

従
而
小
生
儀
ハ
過
日
も
拝
啓
仕
候
様
鴨
一
個
①
己
匡
目
病
院
へ
転
務
仕

度
心
算
二
候
得
共
、
校
ト
云
院
卜
云
上
我
道
に
お
い
て
ハ
同
様
信
義
之

盛
美
不
堪
希
望
候
也

一
月
十
五
日
三
圭
頓
首
再
拝

池
田
先
生
閣
下

本
月
十
三
日
之
書
簡
御
懇
切
之
御
垂
諭
難
有
拝
謂
仕
候
、
却
説
過
服
願

ノ
上
試
二
事
情
ハ
勿
論
他
二
向
テ
難
希
望
儀
二
候
得
共
、
所
謂
人
宿
味

父
母
之
意
二
出
候
段
宜
敷
御
洞
察
被
成
下
度
奉
願
候
、
一
体
宮
内
出
仕

２
明
治
年
一
月
十
五
日

二
三
九
七
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

３
明
治
年
五
月
二
十
一
日

一
一
四
○
｜
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

（
１
△
）
計
ゴ
の
ロ
の
再
邑
記
四
詳
写

（
ワ
］
）
ぬ
の
一
の
、
の
ご
二
言
壷
。

房
斥
昌
詞
禺
（
独
）
貴
重
な
助
言
の
こ
と
か
。

（
独
）
臨
時
に
。

之
儀
ハ
方
今
別
而
彼
武
之
情
実
有
之
不
容
易
儀
ト
ハ
相
信
申
候
、
乍
然

御
局
ハ
当
時
篤
風
之
下
二
成
立
候
事
故
、
万
ガ
ー
ニ
モ
内
閣
之
人
ニ
シ

テ
如
芽
生
量
計
ノ
者
ニ
テ
モ
推
挙
被
致
呉
候
節
ハ
御
局
中
之
儀
二
至
り

て
ハ
大
権
之
庇
庭
ヲ
蒙
リ
御
彌
縫
之
恩
二
浴
候
ハ
ダ
如
何
可
有
之
、
誠

右
様
之
次
第
一
一
御
座
候
得
は
事
或
ハ
不
叶
義
も
有
之
間
敷
乎
ニ
モ
奉
存

候
得
共
、
今
一
応
奉
再
伺
候
、
書
餘
之
巨
細
不
遠
拝
謁
可
得
奉
貴
意
、

先
ハ
御
挨
拶
芳
右
迄
、
拝
啓
仕
候
、
頓
首
敬
白
三
圭

五
月
廿
一
日

医
伯
池
田
先
生
閣
下

拝
覧
、
御
下
命
之
趣
奉
敬
承
候
、
然
而
小
生
之
早
座
速
帰
モ
長
滞
留
モ

耽
相
厭
不
申
難
有
仕
合
二
奉
存
候
得
共
、
長
官
閣
下
之
御
代
理
様
之
儀

ハ
過
分
之
至
同
寮
二
於
テ
モ
異
数
之
感
無
キ
ー
非
ザ
ラ
ン
乎
ト
恐
權
二

不
堪
候
、
乍
恐
御
発
賀
後
何
日
何
時
ニ
テ
モ
御
間
二
合
候
様
旅
装
以
居

可
申
二
付
、
其
儀
ハ
御
休
神
奉
願
候
、
頓
首
拝
復

六
月
廿
九
日
萩
原
三
圭

池
田
長
官
殿
閣
下

４
明
治
（
二
十
）
年
六
月
二
十
九
日

二
三
九
六
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎
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一
昨
三
十
一
日
之
御
懇
害
難
有
拝
見
仕
候
、
陳
ハ
御
帰
後
無
間
御
繁
務

中
ヲ
モ
不
被
為
厭
弊
盧
御
恵
願
荊
婦
之
病
気
御
診
察
被
成
下
候
趣
難
有

仕
合
と
奉
存
候
、
高
配
二
依
テ
不
日
快
復
二
相
心
可
申
卜
安
心
仕
候
、

甲

。

籾
又
宿
婦
快
復
後
当
地
へ
可
参
乎
否
ラ
ズ
レ
パ
渡
辺
氏
交
代
云
々
御
懇

（
１
）

言
之
段
佐
々
木
雪
①
号
へ
示
談
仕
候
処
、
両
様
共
不
賛
成
也
、
甲
ハ
逗
留

之
日
数
モ
有
之
間
敷
餘
計
之
騒
動
乙
ハ
曽
論
御
存
知
之
通
固
執
被
致
居

（
ワ
』
）

候
、
就
テ
ハ
両
様
共
難
被
行
断
念
仕
候
間
、
御
放
意
奉
願
候
、
乍
然
竹
井

氏
ハ
佐
々
木
家
御
夫
婦
共
御
信
用
ニ
テ
同
氏
滞
在
中
立
帰
り
（
引
返
シ
）

帰
省
可
然
卜
被
申
聞
候
得
共
、
此
儀
ハ
又
長
官
閣
下
之
御
意
中
如
何
卜

奉
存
候
、
先
ハ
右
御
礼
芳
猶
今
後
之
御
依
頼
迄
二
奉
呈
寸
楮
候

九
月
二
日
三
圭

池
田
先
生
高
下

二
白
、
御
津
家
様
へ
宜
敷
御
致
意
奉
願
候
也

６
明
治
年
一
月
十
四
日

二
三
九
三
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

５
明
治
（
二
十
）
年
九
月
二
日

二
三
九
五
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

（
１
）
声
訂
号

（
２
）
竹
井
．

．
（
独
）
婦
人
、
女
性
。

竹
井
静
、
侍
医
局
医
員
。
旧
姓
小
原
。
謙
斎
の
書
生
。

昨
日
ハ
宮
城
へ
向
け
○
副
因
匡
庁
ｚ
胃
言
旨
胃
仕
置
候
様
宮
様
益
御
機

嫌
克
奉
恐
悦
候
、
御
大
便
モ
硬
軟
適
宜
之
御
発
ニ
テ
御
消
化
宜
敷
、
今

回
ハ
御
体
重
御
秤
量
前
既
一
一
御
増
量
ヲ
豫
卜
候
処
、
果
而
前
啓
仕
候
通

之
御
事
、
何
幸
如
焉
此
御
景
況
二
候
得
は
凱
陣
殆
可
期
乎
ト
奉
察
賀
候
、

籾
今
期
ハ
竹
井
氏
二
位
様
御
供
ニ
テ
当
地
直
立
相
成
候
一
一
付
、
同
氏
へ

モ
ロ
頭
相
托
候
様
気
候
次
第
本
月
中
旬
過
ニ
ハ
長
官
殿
御
出
張
殿
役
之

程
奉
希
望
候
、
随
而
宿
許
患
婦
ハ
御
懇
配
相
蒙
り
高
庇
二
依
而
追
日
軽

快
二
接
候
趣
申
越
難
有
仕
合
セ
ニ
奉
存
候
、
抑
過
日
之
御
垂
諭
二
深
草

少
将
之
轍
ヲ
踏
マ
ヌ
様
ニ
ト
ハ
実
以
御
懇
篤
之
段
銘
心
肝
候
、
先
ハ
右

迄
申
上
度
、
餘
ハ
復
音
二
残
候

九
月
八
日

旧
暦
の
待
宵
月
夜
ハ
物
聞
山
二
て
芋
の
餅
を
出
す
と
の
事

追
啓
、
常
宮
殿
下
之
以
容
躰
、
昨
夜
十
時
半
上
申
書
相
認
メ
投
函
仕
置

候
頃
迄
ハ
御
佳
候
一
一
被
為
入
候
処
、
十
二
時
頃
ョ
リ
又
々
御
熱
発
御
煩

渇
被
為
在
、
御
飲
料
御
用
二
相
成
候
へ
（
毎
回
御
吐
出
二
相
成
、
御
薬

効
ヲ
被
奏
候
御
時
間
無
之
、
只
々
御
催
脳
法
ノ
外
致
方
ナ
ク
困
却
罷
在

候
間
、
今
朝
御
拝
診
之
程
乍
御
苦
労
奉
希
望
候
、
草
々
不
尽

一
月
十
四
日
午
前
六
時
三
圭

侍
医
局
長
殿

７
明
治
年
九
月
八
日

二
三
九
八
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎
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拝
啓
、
殿
下
益
御
機
嫌
宜
敷
、
本
日
ハ
学
習
院
へ
被
為
成
恐
悦
至
極
二

奉
存
候
、
陳
ハ
曽
テ
御
下
命
相
成
居
候
御
体
量
表
製
調
井
一
般
体
量
比

較
之
抄
録
前
宿
直
之
節
相
認
置
候
処
、
未
経
御
覧
候
趣
ニ
付
呈
贈
仕
候
、

右
之
中
質
疑
相
願
度
廉
モ
候
得
共
拝
芝
二
付
候

過
刻
ハ
御
使
札
被
投
奉
拝
謝
候
、
近
来
ハ
意
外
之
御
契
潤
二
打
過
候
段
、

澱
然
之
至
畢
寛
客
冬
来
種
々
之
事
故
二
遭
遇
百
事
発
馳
之
姿
御
恕
諒
奉

祈
候
、
漸
頃
日
梢
閑
暇
ヲ
得
候
二
付
、
不
日
御
安
否
相
伺
度
存
居
候
場

合
御
懇
招
秀
必
拝
趨
可
仕
候
、
先
ハ
御
受
迄
勿
々
如
此
三
圭
頓

三
三
二
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

二
三
九
九
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

８
明
治
年
十
一
月
五
日

９
明
治
年
三
月
九
日

池
先
生
尊
山

二
白
、
御
隠
居
様
奉
初
奥
方
様
御
嬢
様
へ
宜
敷
御
致
意
奉
願
上
候
、

昨
日
ハ
小
原
へ
参
候
処
御
製
調
之
楽
焼
茶
焼
出
来
居
候
二
付
、
乍

失
敬
楽
害
仕
置
候
間
、
後
日
御
叱
之
程
如
何
二
心
配
仕
候
、
再
拝

十
一
月
五
日
三
圭
拝
吾

池
田
先
生
侍
史
下

酷
暑
難
堪
候
得
共
、
益
御
匪
祥
可
被
為
成
御
座
奉
拝
賀
候
、
陳
ハ
明
後

七
日
好
天
気
候
ヘ
バ
近
停
水
辺
ニ
テ
納
涼
労
漁
猟
相
催
度
候
問
別
二

御
構
不
申
上
候
得
共
、
何
卒
午
後
五
時
頃
方
御
柾
駕
奉
願
度
候
、
先
ハ

右
勿
々
奉
得
貴
意
候

八
月
五
日
三
圭
頓
首

池
田
先
生
侍
史
下

拝
啓
、
陳
ハ
先
刻
御
拝
診
候
明
宮
殿
下
度
々
御
便
意
被
為
在
候
得
共
、

御
快
通
不
被
遊
、
六
時
二
至
り
少
々
御
下
痢
被
為
在
、
引
続
き
御
夕
餐

不
残
御
吐
出
被
遊
、
依
而
拝
診
仕
候
処
、
御
趣
候
不
被
為
在
、
御
豚
百

至
、
御
舌
二
は
格
別
之
御
苔
不
被
為
在
候
、
腹
部
二
は
膀
之
辺
二
少
々

御
痛
被
為
在
、
唯
今
御
豚
五
十
八
至
二
奉
伺
候
、
尤
唯
今
ハ
御
寝
被
遊

候
、
御
薬
ニ
ハ
御
腹
部
二
巴
布
ヲ
貼
し
ゴ
ム
漿
稀
塩
酸
榿
皮
舎
之
水
剤

皿
明
治
年
八
月
五
日

二
四
○
○
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

１
明
治
（
二
十
）
年
十
二
月
十
九
日

三
一
一
二
岡
玄
卿
池
田
謙
斎

三
月
九
日

池
田
先
生
侍
史
下
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謹
啓
、
時
下
炎
熱
難
凌
候
処
、
閣
下
御
転
地
以
来
御
病
状
次
第
一
一
御
順

快
二
被
為
入
候
段
大
慶
二
奉
賀
候
、
其
後
早
速
御
左
右
可
相
伺
筈
之
処
、

公
私
多
忙
一
一
取
紛
レ
、
意
外
二
御
無
音
仕
候
、
等
閑
之
段
偏
二
御
高
免

（
１
）

成
被
下
度
候
、
陳
は
過
日
竹
内
殿
死
去
二
付
、
早
々
代
員
御
採
用
之
義

（
２
）

相
伺
度
罷
在
候
折
柄
、
詳
細
之
御
害
被
下
難
有
奉
存
候
、
早
々
池
辺
氏

へ
閣
下
ノ
御
厚
意
申
遣
し
候
処
、
昨
日
履
歴
書
認
メ
参
り
候
二
付
、
本

日
左
ノ
如
ク
申
立
可
仕
と
存
候

侍
医
局
勤
務
、
奏
任
待
遇
、
年
俸
ハ
百
円
下
賜
右
は
多
分
四
五
日

間
二
は
拝
命
可
相
成
と
存
候

○
現
今
侍
医
ニ
テ
所
労
引
ノ
者
ハ
岩
佐
登
弥
太
君

（
佑
姉
吐
嘩
レ
ラ
チ
ヲ
ン
）
坂
田
潜
造
の
Ｆ
ン
．
）
何
レ
モ
症
情
宜
シ
カ
ラ

ス
、
急
々
出
勤
難
相
成
次
第
、
実
二
目
下
御
多
用
ノ
際
二
如
何
ト
モ
操

差
上
置
候

即
今
学
習
院
二
於
テ
御
試
験
中
二
付
勤
務
方
よ
り
ハ
可
成
御
通
学
被
為

在
候
様
仕
度
被
申
聞
候
問
、
可
成
明
早
朝
二
御
拝
診
相
成
候
様
仕
度
候
、

右
申
上
度
如
此
御
座
候
、
以
上

十
二
月
十
九
日
夜
岡
玄
卿

片
山
芳
林

池
田
長
官
殿

２
明
治
（
二
十
七
）
年
八
月
二
十
八
日

一
一
二
一
六
岡
玄
卿
池
田
謙
斎

合
セ
困
難
仕
リ
候
、
尚
此
上
壱
人
ノ
所
労
出
来
候
得
は
、
到
底
御
用
便

差
支
出
来
候
場
合
二
候
、
就
て
は
本
日
申
立
候
池
辺
ノ
外
二
尚
壱
人
ノ

勤
務
ヲ
御
増
員
相
成
候
得
は
、
向
後
ハ
如
何
様
二
も
都
合
可
相
成
と
奉

存
候
、
之
二
付
て
候
補
者
ハ
、
磯
・
柏
村
・
神
吉
ノ
三
名
二
御
坐
候
、

殊
二
磯
・
柏
村
ノ
両
氏
ハ
目
下
地
方
ノ
学
校
病
院
長
二
有
之
、
学
術
ト

モ
評
判
宜
敷
、
且
ッ
年
令
も
適
当
二
存
候
、
右
二
名
ノ
内
御
採
用
有
之

候
得
は
侍
医
一
同
異
存
は
無
之
と
存
候

○
聖
上
ハ
至
極
御
機
嫌
御
宜
敷
被
為
在
、
御
脚
気
症
も
格
別
之
御
事

不
被
為
在
候

○
皇
后
様
ニ
ハ
尚
ホ
三
週
間
ノ
御
延
期
相
成
、
来
月
廿
日
頃
還
御
之

御
事
、
御
右
側
之
加
答
児
症
ハ
著
シ
ク
御
消
散
被
遊
、
多
分
三
週
間
ノ

後
ニ
ハ
格
別
ノ
御
遺
残
ハ
無
之
と
奉
伺
候

（
３
）

○
満
宮
殿
下
ハ
昨
今
御
生
歯
二
有
之
、
余
程
脳
ノ
刺
戟
症
被
為
在
候

様
相
伺
候
、
然
シ
痙
華
等
ハ
未
タ
御
発
シ
不
被
為
遊
候
、
御
栄
養
ハ
非

常
二
悪
敷
被
為
在
候
、
橋
本
君
二
も
昨
日
御
見
舞
被
遣
候
御
義
二
御
座

候右
は
現
今
模
様
申
上
度
如
此
二
候
、
余
は
後
便
二
詳
細
御
報
可
申
上
候
、

尚
ホ
閣
下
御
保
養
精
々
御
注
意
被
遊
候
様
奉
祈
望
候
、
草
々
頓
首

（
３
）八

月
廿
八
日
岡
玄
卿
拝

池
田
先
生
閣
下

乍
筆
末
御
奥
様
へ
宜
敷
申
上
候

（
１
）
竹
内

（
２
）
池
辺

侍
医
竹
内
正
信
、
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
日
死
去
。

池
邊
棟
三
郎
、
明
治
二
十
八
年
侍
医
局
医
員
、
三
十
年
侍
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４
明
治
（
三
十
五
）
年
十
二
月
十
七
日

鯛
三
一
一
五
岡
玄
卿
池
田
謙
斎
家
扶

謹
啓
、
陳
は
皇
后
宮
午
後
ョ
リ
御
軽
微
之
御
腹
痛
被
為
在
候
、
御
容
躰

二
付
只
今
拝
診
仕
候
処
、
御
熱
候
等
更
二
不
奉
伺
、
御
舌
上
二
御
白
苔

ア
リ
、
御
腹
部
少
々
御
膨
満
、
且
雷
鳴
ア
リ
、
按
厘
上
僅
カ
ニ
御
李
痛

（
１
）

被
為
覚
候
迄
二
御
座
候
、
由
テ
桂
皮
水
メ
ン
タ
水
ノ
御
水
剤
二
非
沃
私

丸
ノ
御
兼
用
ヲ
調
献
仕
置
候
、
先
は
右
御
容
躰
申
上
度
如
此
御
座
候
、

草
々
頓
首

九
月
十
九
日
午
後
九
時
玄
卿
拝

池
田
先
生
閣
下

３
明
治
年
九
月
十
九
日

三
二
三
一
岡
玄
卿
池
田
謙
斎

医
。

（
３
）
満
宮
…
…
満
宮
輝
仁
親
王
は
明
治
二
十
七
年
八
月
十
七
日
死
去
し
て

い
る
の
で
、
本
簡
は
七
月
廿
八
日
の
も
の
か
。
（
田
中
）

（
１
）
非
沃
私
：
．
…
ヒ
ョ
ス
。
ナ
ス
科
の
一
、
二
年
草
国
旨
、
の
冨
目
匡
印
、
ョ

－
ロ
ッ
パ
原
産
。
葉
を
鎮
痛
・
鎮
静
・
鎮
痙
薬
と
し
た
。

（
１
）

謹
啓
、
益
御
清
祥
奉
拝
賀
候
、
陳
は
御
賢
息
様
無
滞
御
婚
儀
被
為
整
千

亀
万
鶴
目
出
度
奉
存
候
、
依
て
甚
乍
軽
微
松
魚
節
一
折
靱
御
祝
之
印
迄

進
呈
仕
候
、
御
笑
納
被
成
下
候
へ
は
難
有
奉
存
候
、
右
は
御
祝
詞
申
上

度
如
是
御
座
候
、
頓
首

第
拾
二
月
十
七
日
岡
玄
卿

池
田
謙
斎
様
以
家
扶
御
中

（
１
）

拝
啓
、
陳
は
昨
日
別
紙
之
通
り
東
京
府
廉
ョ
リ
照
会
二
相
成
候
該
試
験

ハ
毎
朝
小
生
二
委
托
ス
ル
ヲ
以
テ
殆
ン
卜
例
規
卜
為
居
候
得
ハ
、
今
日

も
是
非
出
題
有
之
様
、
猶
口
上
ヲ
申
参
り
候
、
且
試
験
ハ
十
日
間
ヲ
要

ス
ル
旨
二
御
座
候
、
就
而
ハ
如
何
可
仕
候
哉
、
小
生
ハ
本
月
中
ハ
差
支

無
之
候
得
共
、
来
月
ハ
主
事
月
番
二
相
当
居
候
二
付
、
六
日
間
欠
勤
ス

ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
餘
日
無
御
座
候
、
高
階
君
高
橋
氏
方
ハ
暫
時
之
事
故

可
成
出
題
ス
ル
方
可
然
ト
被
申
候
、
弥
左
様
二
相
成
候
ハ
塾
一
日
ョ
リ

六
日
マ
テ
侍
医
各
位
ノ
宿
番
ノ
ミ
ノ
処
ヲ
四
番
ノ
膝
代
リ
ト
相
成
候
、

他
ハ
変
ル
事
ハ
無
之
候
、
右
大
略
当
局
之
都
合
ヲ
申
上
ケ
御
指
示
ヲ
煩

１
明
治
年
九
月
二
十
六
日

一
○
九
一
相
磯
慥
池
田
謙
斎

（
１
）
賢
息
様
…
…
謙
斎
の
長
男
池
田
秀
男
。
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十

六
日
沖
守
国
長
女
房
と
結
婚
し
た
こ
と
を
さ
す
か
。

（
田
中
）
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拝
啓
仕
候
、
陳
は
遠
路
御
足
労
難
有
奉
存
候
、
借
一
昨
日
蛆
虫
下
り
、

拝
呈
仕
候
、
陳
は
先
刻
北
白
川
宮
之
御
懇
召
二
対
し
宿
番
一
一
付
御
断
申

上
候
処
、
只
今
宮
城
侍
医
局
方
明
日
ハ
岩
佐
純
殿
御
出
番
二
相
成
候
旨

通
達
有
之
候
、
就
而
ハ
謝
断
之
義
ハ
取
消
申
候
、
更
二
参
館
之
義
御
請

仕
候
、
毎
度
恐
入
候
得
共
右
様
之
義
二
候
得
ハ
宜
敷
様
御
取
計
被
下
度
、

此
段
奉
願
上
候
、
頓
首

正
月
廿
九
日

池
田
謙
斎
殿

シ
度
候
、
早
々
敬
具

九
月
廿
六
日
相
磯
慥

池
田
局
長
殿

尚
々
、
別
紙
二
番
割
御
参
考
之
為
差
上
候

３
明
治
年
五
月
十
日

一
一
一
四
相
磯
慥
池
田
謙
斎

２
明
治
年
五
月
二
十
九
日

一
○
九
三
相
磯
慥
池
田
謙
斎

（
１
）
該
試
験
…
：
・
東
京
府
の
産
婆
開
業
試
験
か
。
慥
は
明
治
二
十
八
年
九

月
に
試
験
委
員
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

相
磯
慥

拝
啓
、
陳
ハ
過
日
ハ
細
耆
初
仰
聞
委
細
拝
謂
仕
候
、
早
速
高
階
侍
医
へ

悉
皆
相
談
仕
候
、
小
林
護
氏
ハ
兼
而
高
階
殿
ノ
そ
は
之
紀
於
日
殿
ョ
リ

当
人
へ
直
様
二
御
談
し
有
之
筈
二
御
座
候
、
当
人
之
返
事
次
第
内
事
課

へ
申
立
候
手
筈
二
御
座
候
、
武
井
氏
ハ
不
取
敢
五
藤
氏
卜
交
代
為
致
候

昨
日
ョ
リ
サ
ン
ト
ニ
子
御
用
と
相
成
候
得
共
下
ラ
ス
、
但
服
薬
後
一
回

下
利
有
之
候
、
今
日
も
少
々
頭
重
悪
心
之
気
味
卜
被
申
居
候
、
併
シ
今

日
ハ
未
タ
御
通
利
無
之
候
、
多
分
今
晩
迄
ニ
ハ
ア
ル
カ
モ
不
知
ト
被
申

居
候
、
又
昨
日
ョ
リ
右
腰
部
ョ
リ
神
経
痛
起
り
候
由
被
申
候
、
歴
廻
ス

レ
ハ
心
持
宜
敷
ト
被
申
居
候
、
併
し
時
々
発
起
ス
ル
様
二
御
座
候
、
極

微
弱
ナ
リ
、
今
日
内
診
申
上
候
処
、
別
二
異
状
無
之
、
唯
紅
色
ニ
シ
テ

硬
シ
、
運
動
制
限
強
ク
、
動
カ
セ
ハ
痔
痛
ア
リ
、
例
ノ
子
宮
外
膜
ノ
旧

傷
依
然
タ
リ
、
腰
部
ノ
瘻
痛
ニ
ハ
多
ク
関
係
無
之
様
二
被
考
候
、
別
テ

腸
胄
ノ
方
二
関
係
無
之
様
二
被
考
候
、
先
ツ
リ
ー
マ
チ
ス
性
ノ
神
経
痛

カ
ト
愚
考
罷
在
候
、
御
薬
御
申
上
候
御
投
薬
ハ
加
減
願
上
度
候
、
猶
委

細
ハ
拝
顔
之
上
可
申
上
置
候
、
草
々
頓
首

五
月
十
日
相
磯
慥
拝

池
田
先
生
侍
史

（
封
簡
表
）

池
田
先
生
侍
史
願
用

（
封
簡
裏
）

目
白
に
て
相
磯
慥
五
月
十
日

４
明
治
（
三
十
）
年
九
月
一
日

一
一
一
三
相
磯
慥
池
田
謙
斎
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小
局
典
侍
ハ
誠
二
無
異
、
御
始
児
様
ニ
ハ
御
発
育
御
充
分
二
被
為
在
候
、

御
出
産
豫
定
日
ハ
来
十
八
日
二
相
当
り
居
候
得
共
、
今
回
ハ
少
々
早
マ

ル
模
様
相
見
申
候
、
併
し
異
変
二
由
ル
ニ
ァ
ラ
ス

別
紙
品
川
弥
二
郎
殿
方
侍
医
候
補
之
依
頼
を
申
越
候
一
一
付
、
一
応
御
覧

二
入
候
、
若
し
好
機
会
も
有
之
候
ハ
畠
宜
敷
御
取
計
被
下
度
、
此
段
更

二
御
懇
願
仕
候
、
右
ハ
要
件
而
己
早
々
、
敬
具

九
月
一
日
相
磯
慥

池
田
局
長
殿

（
別
紙
に
医
学
士
土
岐
文
二
郎
の
明
治
三
十
年
八
月
付
の
履
歴
書
が
添

付
さ
れ
て
い
る
が
省
略
）

（
封
筒
表
）

神
奈
川
縣
下
相
州
鎌
倉
長
谷
村
海
岸

池
田
謙
斎
殿
必
親
展

（
封
筒
裏
）

東
京
青
山
御
産
所

品
川
弥
二
郎
君
典
害
相
磯
慥

九
月
十
日

初
テ
経
験
ス
ハ
充
分
冨
シ
テ
居
ラ
ル
塾
モ
教
ユ
ル
側
ニ
ハ
不
向
二
見
ユ

ル
、
又
老
体
テ
大
儀
ナ
リ
、
学
生
ハ
弥
減
少
シ
、
助
手
卜
傍
観
医
師
方

力
多
キ
時
等
わ
マ
、
ア
ル
○
第
二
ハ
ク
ラ
ウ
ス
博
士
、
先
生
ハ
新
顔

テ
勉
強
サ
ル
、
ノ
テ
評
判
ョ
シ
、
外
科
テ
ハ
ブ
ル
ク
マ
ン
博
士
、
キ
ュ

５
明
治
（
三
十
七
）
年
十
月
七
日

二
二
一
相
磯
慥
池
田
謙
斎

－
ニ
セ
博
士
、
併
し
小
生
ハ
未
夕
此
三
博
士
の
面
ハ
オ
カ
マ
ズ
、
此
学

期
一
二
寸
覗
ク
積
テ
オ
ル
○
胎
生
学
テ
有
名
ナ
ル
ヘ
ル
ト
ウ
ヰ
セ
博

士
ノ
ク
ル
ス
ヲ
聴
夕
（
産
科
二
必
要
テ
ア
ル
カ
ラ
）
、
流
石
専
門
家
タ
、

教
方
力
上
手
テ
沢
山
標
本
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
、
評
判
其
外
モ
ロ
シ
、
○
市
立

病
院
内
科
担
任
ノ
グ
ラ
ー
ウ
博
士
ノ
血
液
病
理
ノ
ク
ル
ス
ヲ
聴
く
（
産

褥
熱
二
関
係
ア
ル
カ
ラ
）
、
凡
テ
血
液
ノ
変
化
ヲ
見
判
ル
ノ
デ
ァ
ル
カ
ラ

中
ノ
、
六
ヶ
敷
、
殆
ン
卜
微
菌
学
卜
並
行
ス
ル
程
ノ
学
テ
ァ
ル
カ
ラ
後

来
診
断
上
必
要
ト
ナ
ル
テ
ア
ロ
ウ
○
当
夏
休
課
中
南
猫
之
各
地
ヲ
経

廻
り
、
又
カ
ル
・
ス
パ
ー
ト
・
マ
リ
エ
ン
バ
ー
ト
・
バ
ー
ヂ
ン
バ
ー
ト

等
ノ
温
泉
湯
ノ
治
療
所
ヲ
見
タ
、
何
処
デ
モ
水
浴
法
、
電
気
療
法
、
按

摩
法
等
ノ
設
備
カ
ア
ル
○
巴
里
二
於
テ
ハ
産
院
ト
婦
人
科
院
ヲ
見

タ
、
流
石
ハ
パ
ス
テ
ー
ル
ノ
本
場
丈
ア
リ
テ
消
毒
法
ハ
充
分
二
舗
テ
ァ

ル
、
其
上
肝
心
ノ
手
術
者
ノ
不
手
際
ニ
ハ
非
常
二
驚
ク
、
グ
ズ
ノ
、
ノ

ゴ
ム
手
袋
ヲ
嵌
メ
、
大
キ
ナ
針
太
キ
糸
ヲ
以
テ
ヅ
プ
ノ
、
縫
う
等
ハ
丁

度
死
体
二
行
う
時
ノ
様
テ
ア
ッ
タ
、
○
倫
敦
デ
ハ
ト
ー
マ
ス
病
院
ヲ
参

観
ス
ル
積
ノ
処
、
差
支
出
来
テ
見
ナ
ン
タ
○
兎
モ
角
何
レ
ニ
於
テ
モ

防
腐
及
消
毒
卜
な
る
事
ハ
出
来
得
ル
限
り
注
意
シ
テ
ア
ル
○
帰
朝
マ

テ
ニ
ハ
北
西
濁
己
地
方
ノ
ー
三
ノ
病
院
ヲ
見
ル
積
二
御
座
候
、
構
敷
事

ハ
後
吾
拝
顔
之
上
可
申
上
候
、
謹
言

十
月
七
日
伯
林
相
磯
慥
拝

男
爵
池
田
謙
斎
殿
閣
下

紙
尾
ニ
テ
失
敬
ナ
カ
ラ
御
令
夫
人
御
令
息
様
へ
宜
敷
御
伝
声
願
上
候

○
凡
て
消
毒
ハ
次
室
二
不
行
ス
他
人
ノ
手
二
触
レ
タ
様
ナ
仕
懸
ニ

ナ
ッ
テ
ア
ル
、
併
し
欠
点
ヲ
免
カ
レ
ス


